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 平成２３年１１月１１日     

日本原子力発電株式会社 

 

東海・東海第二発電所の近況について（平成２３年１１月） 
 

１． 発電所状況について （１１月１１日現在） 

東海第二発電所 

沸騰水型 

（電気出力１１０万 kW） 

・５月２１日から第２５回定期検査を実施中。 

東海発電所 

炭酸ガス冷却型 

（廃止措置作業中） 

・熱交換器等解体撤去工事の内、２号熱交換器本体撤去工

事を実施中。 

・燃料取扱建屋領域に設置された機器の撤去工事を実施

中。 

・熱交換器北側建屋屋上の機器撤去工事を実施中。 

 

●東海第二発電所の定期検査状況 

 （１）主要設備の実績 

   ①原子炉関連設備 

     燃料集合体全数７６４体を原子炉内から取り出し、使用済燃料プールにて冷却を継続

中です。また、炉内構造物等の予防保全工事および点検を実施しております。  

    

②タービン関連設備 

高圧タービン、低圧タービン（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）の開放点検および動翼等の補修を実施

しております。また、発電機および励磁機は組立て復旧および計測等を実施しておりま

す。                               （添付資料１） 

 

（２）点検状況 

①高圧タービンの点検状況 

高圧タービン第４段目のノズル翼の一部が車室内に残留していることを確認しました

が、隔板の一部にこの影響と思われる軽微な打痕が見られるものの、動翼に影響を与え

た形跡は見られていないことを確認しました。 

     なお、脱落したノズル翼の全てを回収できていないことから、未回収部分の捜索を進

めるとともに、脱落した原因調査を継続して実施中です。 

   

②中間軸受台の点検状況 

     外観点検の結果、軸受台が上部方向に約５ｍｍずれていること、および基礎ボルトの

１０本中３本に緩みがあることを確認しました。現在、中間軸受台を点検するための吊

り上げ装置を製作しており、今後、中間軸受台基礎部の点検補修を実施してまいります。 

      

 

 

        （お 知 ら せ）        
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③低圧タービンの点検状況 

     外観点検の結果、擦れ痕については、擦れたことにより生じた表面のめくれやへこみ

を手入れにて修正することで継続して使用することとしますが、低圧タービン（Ａ）の

９段から１１段の動翼については、硬度測定の結果で擦れた際の熱による硬化が見られ

る部位が確認されていることから、今後の運転に万全を期すために、予防保全として動

翼の交換作業を実施しております。 

 

（３）原子炉圧力容器下部制御棒駆動機構フランジからの漏水について 

        １０月２６日午前、原子炉圧力容器下部制御棒駆動機構フランジからの漏水が発生し

ましたが、同日１２時５５分、当該箇所に制御棒を着座させ、漏えいした閉止板の再取

り付けを行い、１４時１４分に漏えいは止まりました。なお、漏えい量は約２２.４ｍ３、

放射能量は８８０万ベクレル＊でした。漏れた冷却水は液体廃棄物処理系等に回収、処

理しており、環境への影響はありません。  

     ＊：８８０万ベクレル：３ヶ月あたりの放出管理目標値の約２，０００分の１ 

                 （１０月２６日お知らせ済み） 

     

 調査の結果、制御棒駆動機構フランジからの漏水に至った経緯としては、作業員が閉

止板の取外し対象位置を誤認しボルトを緩めたことによるものであります。 

今後、更に詳細な原因究明を行い、必要な対策を実施してまいります。 （添付資料２） 

                               

２．プレス及びホームページ掲載実績について（１０月１２日～１１月１１日） 

（１）法律に基づく報告に該当する重要な事象    な し 

（２）その他の情報 

①プレス発表     （３ 件） 

        ・１０月２６日：東海第二発電所 原子炉圧力容器下部制御棒駆動機構フランジからの

漏水について 

        ・１０月２６日：東海第二発電所 原子炉圧力容器下部制御棒駆動機構フランジからの

漏水の停止について 

 ・１０月２７日：東海第二発電所 耐震安全性評価中間報告書の入力データの再点検状

況について 

②お知らせプレス   （１ 件） 

・１１月１１日：東海・東海第二発電所の近況について（平成２３年１１月） 

③ホームページ掲載（発電所からのお知らせ）   （０ 件） 

④取材案内      （１ 件） 

 ・１０月２０日：茨城県原子力安全対策委員会開催に伴う取材のご案内について 
 

３．保安検査実施状況 

東海発電所の平成２３年度第３回保安検査が、１１月１４日～１１月１８日までの間で、

原子力安全・保安院により実施されます。 
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４．イベント情報 

月 日 イベント名 場 所 内 容 

１１月１９日（土） 原電ｅまなびスクール 東海テラパーク 
ホバークラフトを作ろう 

（１１月１日より受付開始） 

１２月１７日（土） 原電ｅまなびスクール 東海テラパーク 
マツボックリのクリスマスツリ

ーに魔法の水で雪を降らそう

（１２月１日より受付開始） 

 

 添付資料 １  第２５回定期検査工程表  

添付資料 ２ 東海第二発電所 制御棒駆動機構フランジからの漏水に至った経緯状況 

   

以 上 

 

   



年月

５月２１日　定期検査開始

▽

圧力容器開放

圧力容器開放

燃料装荷

全燃料取出

全燃料取出

５月２１日　定期検査開始

▽

ターニング

：計画 ：計画変更 ：実績

タ
ー
ビ
ン
関
連
設
備

原
子
炉
関
連
設
備

５月１０月 １１月

主要変圧器取替工事

４月

定期検査中に行う東北地方太平洋沖地震に伴う工事

中間軸受台修繕

低圧タービン（A,B,C）、高圧タービン開放点検、動翼取替及び修繕

８月 ９月

炉内構造物予防保全対策（シュラウドサポート等）

平成２３年
５月 ６月 ７月

オイルフラッシング等

圧力容器復旧・機能検査等

第２５回定期検査工程表

６月 ７月 ８月 ９月２月 ３月１２月 平成２４年１月

添付資料 １



添付資料 ２ 
東海第二発電所 制御棒駆動機構フランジからの漏水に至った経緯状況  【系統概略図】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 〈拡大図〉

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         

【経 緯】 

    原子炉圧力容器下部の制御棒駆動機構フランジ取り外し作業は、作業員Ａ、作業員Ｂで実施し、漏水に至った経緯

は、以下の通りである。 

 

① 作業員Ａが当該制御棒駆動機構ハウジング（以下、「ハウジング」という）内の溜り水の排水作業を実施した。 

② 作業員ＡおよびＢは、形状の違う閉止板であったことから疑問に思い、格納容器外にいる作業班長に確認を求めた。

この間、被ばく低減のため原子炉圧力容器下部外に移動した。 

③ 作業員Ａは、作業班長より、当該取外し対象位置の閉止板は問題ないことの連絡を受けた。 

④ 作業員Ａは、作業班長から、当該閉止板から排水が出ていないとの連絡を受け、作業員Ｂに閉止板の取外しを指示

した。 

⑤ 作業員Ｂは、近傍には閉止板が取り付けられたハウジングが２箇所あり、奥に位置していた本来対象である閉止板

に気付かず、手前の閉止板を取外し対象と誤認し、ボルトを緩め漏水に至った。 

今回の状態 

（本来対象である閉止板に気付か

ず、手前の閉止板を取外し対象と

誤認し、ボルトを緩め漏水） 

漏水を止めるため 

制御棒装着 

新パッキン付閉止板の取付け、

漏水停止 

正常の状況 今回の状況 

赤線部で 

シール 

（ゴムパッキン） 

閉止板 

（漏水箇所） 

洗浄ライン 
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